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経営のテーマと実施方法の選択 
 

今やる事として不良や 5S 対策等、実務結果の現象対応を安直に選択されるケースが多くみられるが、これは傷

に絆創膏を貼る様なものと思われます。 取組むべき事は体系的に検討し、適切な対策をとる事が望まれます。 
 

 

（１）製造業経営の 7 つのテーマ (方向性) 

多くの製造業で整備・改善すべき事項として 

7 つのテーマ(方向性)が考えられます。 
 

1.戦略的経営 ：経営環境～戦略～計画 

2.受注・製品施策 ：情報共有化～ｸﾗｳﾄﾞ受注 

3.最適生産ｼｽﾃﾑ ：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ化、ｽﾏｰﾄ化 

4.経営システム ：経営管理・組織管理等 

5.人材・知財ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ：ﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等 

6.生産基盤 ：生産方法・管理の改善等 

7.人的基盤 ：人材育成、ﾒﾝﾀﾙｹｱ等 
 

項目の優先順位は会社によると思われます

が、どこの会社もいずれはやるべき事と考え

られます。 

多くの製造業の今後のテーマ (方向性) 

１．戦略的経営
「経営戦略・成長戦略」
「経営計画」「経営管理」

基
盤
の
整
備
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［メソッドの戦略］ ［マネジメントの戦略］

夢、参画、希望、責任
------------------

時間、コスト、リスク

２．受注・製品施策
「新受発注製販システム」

営業戦略、情報共有、     ト化

「新製品・新事業開発」
製品戦略、脱下請け自立経営

４．経営システム
「組織・プロセスマネジメント」

組織管理、プロセス管理、原価管理

「関係資本マネジメント」
協業、ファブレス、業務委託等

５．人材・知財マネジメント
「人的資本マネジメント」

人材育成、技術技能伝承

「知財・ナレッジマネジメント」
知的財産管理、知の共有・利用

６．生産(業務)基盤
「生産方法の改善」

ＩＥ、ＱＣ等によるＱＣＤ改善

「生産管理・環境管理」
５Ｓ、標準化、ＴＰＭ、改善定着化

７．人的基盤
「実施効率、人的エラーの改善」

ヒューマンエラー、安全衛生、モラル

「人材管理・処遇」 「企業風土」
メンタルケア、モラール、モチベーション

３．最適生産システム
「新フレキシブル生産」 多品種少量

「新生産方式・管理自働化」 造り方

「機械化・自働化・スマート化」
人と機械最適化、新技術、IoT、AI、DX、

ＥＳＧ、 ＳＤＧｓ
2050カーボン

ニュートラル

 

経営状況と優先すべきテーマの方向性 (例)

大黒字黒字とんとん赤字大赤字
利益

資産・財政

新製品
新事業

(研究・開発)

情報共有化
スマート化

機械化
自動化

合理化改善
造り方革新
戦略見直し
(発想・機転)

多額
潤沢

新受発注
製販    

管理の
自動化

現場改善
時短
効率化

不良改善
歩留改善
材料CD

生産見直
至急止血

(まあまあ)

市場・顧客
用途開拓

フレキシブ
ル生産化

生産方法
実施効率
改善

設計見直経営見直少額
逼迫
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実務の問題
現象対応

今後(短期)の

実務管理問題
原因・要因

対応

中長期の
経営課題
根本対応
将来の準備

 

 

（２）やるべき事は経営状況によって異なる 

赤字で財政ひっ迫状態であれば、将来の事

より今流れ出る血を止める必要があります。 
 

利益はとんとんで、資産・財政も問題なけれ

ば、少し時間をかけても、管理基盤(問題発

見と対策の仕組み)を作り、OJT 等を通じて

人材育成などを行う事が考えられます。 
 

黒字の上に財政にも余裕があれば、中長期

の将来に備え、機械化～情報共有～スマー

ト化などを考えてもよいと思われます。 
 

（３）当面のテーマ選定 

不良、コスト、5S など問題対策を急ぐ必要が

あれば、改善を試みることが先決です。 
 

収支と利益に大きな問題がなければ、生産

活動の結果である不良や 5S などではなく、 

その原因・要因である管理体制の問題に取

り組むことが必要です。 
 

経営に余裕があれば、中長期的に取組む 

生産システム改善や機械化・スマート化など

の学習・検討を行なう事もよいと思われます。 

営業アプローチのステップ

会社(製造業)の 外部・内部環境    今やるべき事は？

「今後(短期)の問題解消」
(管理の問題→要因対策)

・組織管理の仕組み
・問題の発見と対策
・原価管理システム
・生産管理の基礎
・生産活動の三条件
・実務と管理のKMと育成

「現在の問題対策」
(実務の問題→現象対応)

・ ヒューマンエラー対策
・原価の改善・管理
・ ＩＥ現場改善
・ＱＣ品質管理
・ (5S)目で見る管理とナッジ
・OJTと実務管理の充実

「中・長期の課題解決」
(経営課題→対策・計画)

・経営戦略・成長戦略
・知的資本経営・MOT
・新製品・新事業開発
・フレキシブル生産システム
・機械化・自動化・スマート化
・人材の評価-育成-処遇
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黒字、資金・財政潤沢
(社会の変化対応)

収支とんとん～黒字
(生産活動の基盤整備)

赤字～財政逼迫
(ムダ、ロス、エラー排除)

 

問題・課題の把握   今やる事、今後取組むこと (例)

中・長期の
経営課題

今後(短期)の
実務・管理問題

実務の問題
現在の困り事

時系列

状況把握

技術技能伝承・開発
機械化・自動化
人材確保・育成

多品種少量短納期、
短命化
非効率・高コスト体質

QCDS＆5Sの不適合
現象

顕在：見えている

フレキシブル生産
人・機械最適組合せ
情報共有～スマート化

管理の問題
生産活動の三条件
生産の合理化改善

ヒューマンエラー
ルール遵守

原因・要因
潜在：見えない

人材評価・育成・処遇
受発注製販自動化
知的資本経営・MOT

経営管理・組織管理
実務と管理のKM～情
報共有

指示・指導・管理
(実務者の責任にする体質)

根本要因
今後の準備
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会社の状況把握   今やる事、今後取組むこと (例)

 

 

（４）テーマ選定と現象・原因・要因の考え方 

現象を取除くのは「暫定処置」です。 

改善により原因を取除くのは「是正処置」、 

要因を取除くのは「予防処置」と呼ばれます。 
 

会社・工場全体の視野で見た改善は、個々

の工程改善と考え方の幅が異なります。 
 

不良等の生産結果に対策するのは、現象を

取除く暫定処置で、発生原因である管理不

備を改善しないと是正処置とは言えません。 
 

経営に余裕があれば、根本要因対策や今後

の準備への取組みが可能になります。 
  

http://www.ime-net.com/


製造業の会社の取組むべき事   
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（５）やるべき事の最適実施方法の選択 

やるべき事項の優先順位を設定し実行する

には、最もよい実施方法を選択すべきです。 
 

自社対応が可能ならそれが一番ですが、研

修やコンサルの支援を受けて効率的に実施

することがよいかもしれません。 
 

特に外部講師を呼んで行う社内研修は有効

と考えられ、さらに二階層研修などを行え

ば、テーマの実現と定着化、人材育成等を

同時に実現できることが多いようです。 
 

営業アプローチのステップ

会社(製造業)の 外部・内部環境    今やるべき事は？

「今後(短期)の問題解消」
(管理の問題→要因対策)

「現在の問題対策」
(実務の問題→現象対応)

「中・長期の課題解決」
(経営課題→対策・計画)

テーマ

自社対応
コンサルティング

支援委託
外部研修受講

→ 自社対応

社内研修委託
→ 自社対応
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研修＋ゼミ
(学習と改善研究)

幹部・管理者研修
(二階層研修)

三階層研修
(幹部/管理/実務)

管理・実務者研修
(二階層研修)

通常研修

自社診断研修

実施形態

 営業アプローチのステップ

テーマ

実施形態

自社対応
コンサルティング

支援委託
外部研修受講
→ 自社対応
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社内研修委託
→ 自社対応

会社(製造業)の 外部・内部環境    今やるべき事は？

・ ヒューマンエラー対策
・ 原価の改善・管理
・ ＩＥ現場改善
・ ＱＣ 品質管理
・ (5S) 目で見る管理とナッジ
・ OJTと実務管理の充実

赤字～財政逼迫
(ムダ、ロス、エラー排除)

「現在の問題対策」
(実務の問題→現象対応)

至急止血処置！

研修＋ゼミ
(学習と改善研究)

幹部・管理者研修
(二階層研修)

三階層研修
(幹部/管理/実務)

管理・実務者研修
(二階層研修)

通常研修

自社診断研修

経
営
の
見
直
し

 

 

（６）逼迫した事情がある場合 (現場改善) 

赤字や財政ひっ迫、顧客クレームや受注にか

かわる問題などがある場合には、早急に流れ

出る血を止めなければならない。 
 

その為には、問題に対する対策を行う事が必

要で、現場改善系統のテーマに取り組むこと

が必要と考えられます。 
 

会社の管理の実態を考慮して、通じよう研修

や二階層研修、研修＋ゼミ等を選択します。 
 

（７）経営に大きな問題がない場合 (管理強化) 

不良や非効率、5S 不備等の現場の問題は、 

管理不備に起因すると考えられます。 
 

しかし多くの会社では管理者が育っておらず

有効な管理活動が行われていません。 
 

逼迫した事情がない場合は、管理の仕組み

改善や管理人材育成の着手が望まれます。 
 

さらに実務作業と管理活動のナレッジマネジ

メント(暗黙知の表出化等)と OJT の充実を図

ることが理想です。 

営業アプローチのステップ

実施形態

自社対応
コンサルティング

支援委託
外部研修受講
→ 自社対応
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社内研修委託
→ 自社対応

研修＋ゼミ
(学習と改善研究)

幹部・管理者研修
(二階層研修)

三階層研修
(幹部/管理/実務)

管理・実務者研修
(二階層研修)

通常研修

自社診断研修

収支とんとん～黒字
(生産活動の基盤整備)

「今後(短期)の問題解消」
(管理の問題→要因対策)

会社(製造業)の 外部・内部環境    今やるべき事は？

テーマ

管理基盤整備！

・ 組織管理の仕組み
・ 問題の発見と対策
・ 原価管理システム
・ 生産管理の基礎
・ 生産活動の三条件
・ 実務と管理のKMと育成

 営業アプローチのステップ

実施形態

自社対応
コンサルティング

支援委託
外部研修受講
→ 自社対応
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黒字、資金・財政潤沢
(今後の変化対応の必要性)

「中・長期の課題解決」
(経営課題→対策・計画)

社内研修委託
→ 自社対応

テーマ

会社(製造業)の 外部・内部環境    今やるべき事は？

将来に備える！

研修＋ゼミ
(学習と改善研究)

幹部・管理者研修
(二階層研修)

三階層研修
(幹部/管理/実務)

管理・実務者研修
(二階層研修)

通常研修

自社診断研修

・ 経営戦略・成長戦略
・ 知的資本経営・MOT
・ 新製品・新事業開発
・ フレキシブル生産システム
・ 機械化・自動化・スマート化
・ 人材の評価-育成-処遇

 

 

（８）中長期の課題解決 (戦略的アプローチ) 

経営に余裕がある場合には、今後の受注シス

テムや生産システムの開発、製品開発・技術

開発、将来人材の育成などを体系的・戦略的

に考えることが必要です。 
 

経営幹部、管理者が外部内部環境の実態と 

予測、様々な戦略や方法の学習等した上で、 

今後について検討し方向性を定めて挑戦して

いくことが望まれます。 

 

ご検討～お問合せ 
 

テーマの種類・内容等や二階層研修などの

実施方法は「研修のご案内」をご覧ください。 
 (http://www.ime-net.com/81eigyou/index.html) 
 

お困りごとやお悩みなどございましたら 

お気軽にお問合せください。 
 (http://www.ime-net.com/toi/) 
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社内研修の検討、出講ご用命 の流れ (例)
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問題・課題の
抽出・検討

経営理念・計画
(あるべき姿)

会社の実態
利益～実務状況

方法選択
・コンサル
・公開研修参加

・社内研修開催

実施要領
研修タイプ選択

テーマ選定

委託先選択検討
(問合せ・ご相談) お打合せ

ご相談
実施検討

お見積お問合せ、ご相談は、
どのタイミングでもOKです
お気軽に「お問合せ」ください

アンケート
チェックシート
自社診断
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